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掲
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ま
た

は
保

護
者

か
ら

の
了

解
を

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
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町政を託す10人
任期満了により、町議会議員選挙が行
われ、新しい10人が決まりました。

１1月１日　臨時会終了後
（役場前において）

［議会第１回臨時会］
正副議長、監査委員など議会構成決まる・・・・・ 2

［議会第３回定例会］

平成３０年度決算を認定・・・・・・・・・・・・ 6
［一般質問］ ５人の議員が質問
町税の滞納状況と解消施策は・・・・・・・・・・ 11

［町民インタビュー］
「東海ビーチバレーボール選手権出場」稲

いな

葉
ば

恋
れ

希
の

さん・桑
くわ

原
ばら

万
ま

琴
こと

さん 18

後列左より
石原英一、傍嶋邦博、碓井昭夫、大平文雄、坂  悟、渡邊裕光
前列左より
岩田讓治、山中美惠子、町長、西松巖、渡邊明博



今
年
は
、
選
挙
の
年
で
県
議
会

議
員
・
安
八
町
長
・
参
議
院
議
員
・

そ
し
て
最
後
に
安
八
町
議
会
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

そ
の
結
果
、
新
し
く
４
人
の
方

が
議
員
と
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
議

会
議
員
全
員
が
今
後
町
の
発
展
の

た
め
に
力
を
合
わ
せ
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

「
安
八
町
の
財
政
も
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。」
そ
れ
を
ど
う

乗
り
切
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な

り
ま
す
。

安
八
ス
マ
ー
ト
IC
が
完
成
し
一

日
の
利
用
台
数
が
、
当
初
計
画
の

倍
の
台
数
利
用
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
IC
周
辺
の
土
地

利
用
の
見
直
し
、
企
業
誘
致
な
ど
、

行
政
と
議
会
が
力
を
結
集
し
て
、

成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
人
口
も
１
万
５
千
人
を

切
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
し
て
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
か

等
々
、
難
問
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。町

民
の
皆
さ
ま
に
安
八
町
に
住

ん
で
良
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ

け
る
ま
ち
づ
く
り
に
行
政
、
議
会

が
一
丸
と
な
り
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

令和元年 第1回

１１月１日

臨 時 会

議
長
・
副
議
長
・
監
査
委
員
決
ま
る

10
月
の
町
議
会
議
員
選
挙
で
新
し
い
議
員
10
人
が
選
出
さ
れ
、
11
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
会

に
お
い
て
議
長
、
副
議
長
、
監
査
委
員
、
委
員
会
構
成
、
委
員
長
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
が
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

副議長監査委員

西
にし

松
まつ

 　巖
いわお

碓
うす

井
い

 昭
あき

夫
お

安八町議会　議長

山
や ま

中
な か

 美
み

惠
え

子
こ
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委員長委員長 副委員長副委員長

委員

委員

委員 委員

委員委員

渡
わたなべ

邊 明
あきひろ

博岩
いわ

田
た

 讓
じょう

治
じ

渡
わたなべ

邊 裕
ひろみつ

光坂
ばん

   悟
さとる

山
やまなか

中　美
み え こ

惠子

傍
そば

嶋
じま

　邦
くに

博
ひろ

西
にしまつ

松　巖
いわお

碓
うす

井
い

　昭
あき

夫
お

大
おおひら

平　文
ふみ

雄
お

石
いしはら

原　英
ひでかず

一

総務産建常任委員会民生文教常任委員会
総合・財政計画、消防、選挙、交通安全、企業誘致、税
の賦課徴収、道路水路の改良、都市計画、公園整備、農
業振興、上下水道などに関する諸問題を協議しています。

福祉全般、環境、保健衛生、戸籍・住民登録、国民健康
保険、学校教育、生涯学習、国際交流、文化財保護、体
育行事等に関する諸問題を協議しています。

総務産建常任委員会、民生文教常任委員会とも、定数を１０人として、全員が委員会に所属します。

議

　
　長 

山
中
美
惠
子

副 

議 

長 

西
松
　
巖

監
査
委
員 

碓
井
　
昭
夫

総
務
産
建
委
員

　◎
委
員
長

　渡
邊
　
明
博

　○
副
委
員
長

　渡
邊
　
裕
光

　
　
　
　
　
　議
会
議
員
全
員

民
生
文
教
委
員

　◎
委
員
長

　岩
田
　
讓
治

　○
副
委
員
長

　坂
　
　
悟

　
　
　
　
　
　
議
会
議
員
全
員

議
会
運
営
委
員

　◎
委
員
長

　渡
邊
　
明
博

　○
副
委
員
長

　大
平
　
文
雄

　
　
　
　
　
　山
中
美
惠
子
　
　
　
　
　
　
　
岩
田
　
讓
治

　
　
　
　
　
　
西
松
　
巖

東
安
中
学
校
組
合
議
員

　
　
　
　
　
　山
中
美
惠
子
　
　
　
　
　
　
　
西
松
　
巖

　
　
　
　
　
　
大
平
　
文
雄
　
　
　
　
　
　
　
傍
嶋
　
邦
博

　
　
　
　
　
　
石
原
　
英
一
　
　

　
　
　
　

安
八
郡
広
域
連
合
議
員

　
　
　
　
　
　山
中
美
惠
子
　
　
　
　
　
　
　
西
松
　
巖

　
　
　
　
　
　
岩
田
　
讓
治
　
　

　
　
　
　

あ
す
わ
苑
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
議
員

　
　
　
　
　
　山
中
美
惠
子
　
　
　
　
　
　
　
西
松
　
巖

　
　
　
　
　
　
岩
田
　
讓
治
　
　

都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　岩
田
　
讓
治
　
　
　
　
　
　
　
西
松
　
巖
　

　
　
　
　
　
　
坂
　
　
悟
　

　
　
　
　
　

国
保
運
営
協
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
傍
嶋
　
邦
博
　
　
　
　
　
　
　
石
原
　
英
一

土
地
開
発
公
社
役
員

　●
理
事

　
　岩
田
　
讓
治
　
　
　
　
　
　
　
碓
井
　
昭
夫

　
　
　
　
　
　
大
平
　
文
雄
　

　
　
　
　
　
　

　●
監
事

　
　渡
邊
　
明
博
　
　
　
　
　
　
　
山
中
美
惠
子

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　◎
委
員
長

　岩
田
　
讓
治

　○
副
委
員
長

　大
平
　
文
雄

　
　
　
　
　
　
渡
邊
　
明
博
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
　
悟

　
　
　
　
　
　
渡
邊
　
裕
光
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当選者１０人の決意
議
会
議
員
選
挙

　

議
員
10
人
決
ま
る

　

議
会
議
員
選
挙
が
10
月
20

日
投
開
票
さ
れ
、
新
議
員
10

人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

13
人
が
立
候
補
し
、
当
選

者
は
い
ず
れ
も
無
所
属
で
、

内
訳
は
現
職
６
人
、
新
人
4
人
。

　

投
票
率
58
・
14
％

　

当
日
の
有
権
者
数
１
万

２
１
３
２
人

傍
そば

嶋
じま

 邦
くに

博
ひろ

63歳　当選１
大野909番地の1
無職

43歳　当選１
南今ケ渕796番地
会社員

　
『
高
校
生
世
代
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
』
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。
で
す
が
、
今
の
安
八
町
の

財
政
で
は
大
変
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　

い
ち
早
く
目
標
達
成
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
、

町
の
財
政
を
立
て
直
す
こ
と
と
、
皆
さ
ま
の
声

を
町
政
に
届
け
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

（年齢―11月1日現在）

記載は議席番号の大きい順（右から）

坂
ばん

   　悟
さとる

　

令
和
に
光
り
輝
く
元
気
な
安
八
町
を
！

私
は
「
子
育
て
・
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
」の
た
め
に
町
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
り
、

「
防
災
管
理
体
制
の
見
直
し
と
再
構
築
」、「
医

療
費
補
助
格
差
是
正
」
に
向
け
、
全
力
で
最
も

有
効
な
施
策
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

碓
う す い

井 昭
あき

夫
お

75歳　当選３
東結507番地の3
無職

岩
い わ た

田 讓
じょうじ

治
70歳　当選４
北今ケ渕905番地
農業

　
「
安
八
町
の
あ
る
べ
き
姿
を
町
民
の
皆
さ
ま
の

目
線
で
想
像
し
、
常
に
情
熱
を
も
っ
て
挑
戦
し

ま
す
。」
こ
れ
が
、
私
の
議
員
の
初
心
で
信
条
で

す
。　

財
政
再
建
、
防
災
、
教
育
、
福
祉
等
課
題

は
山
積
み
で
す
。
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
ご
指

導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

豊
か
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
町
民
の
声
を

反
映
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
企

業
誘
致
は
喫
緊
の
課
題
。
協
調
と
対た

い

峙じ

で
、是
々

非
々
の
立
場
で
考
え
活
動
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
達
が
健
や
か
に
生
活
が
で
き
る

よ
う
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
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当選者１０人の決意

　

教
育
、
福
祉
、
防
災
、
環
境
、
財
政
、
地
域

振
興
の
観
点
か
ら
未
来
の
安
八
町
を
見
据
え
、

皆
さ
ま
と
の
対
話
を
大
切
に
、
皆
さ
ま
の
声
を

町
政
に
つ
な
ぎ
、
可
能
性
を
育
め
る
よ
う
誠
心

誠
意
、
働
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
指
導
ご

支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

石
いし

原
はら

 英
ひで

一
かず

51歳　当選１
西結1315番地
旅行作家

　

生
ま
れ
育
っ
た
安
八
の
た
め
に　
　
　
　
　

①
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
福
祉
の
充
実
②
災

害
・
防
災
・
防
犯
に
強
い
町
③
教
育
環
境
・
特

別
支
援
教
育
の
充
実
④
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

の
応
援
⑤
人
に
優
し
く
緑
豊
か
な
公
園
づ
く
り
を

町
民
の
目
線
に
立
ち
取
り
組
み
ま
す
。

渡
わた

邊
なべ

 裕
ひろ

光
みつ

58歳　当選１
城2丁目962番地の3
会社員

大
おおひら

平 文
ふみ

雄
お

72歳　当選３
西結522番地の1
会社相談役

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
議
員
活
動
も
三
期
目
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
４
年
間
は
、
安
八
町
の
最
も
弱
み
で
あ

る
財
政
再
建
の
向
上
に
向
け
て
、
行
政
側
と
協

力
し
て
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

西
にしまつ

松　巖
いわお

75歳　当選３
南條759番地の3
会社経営

　

三
期
目
に
入
り
今
後
の
議
員
と
し
て
の
活
動

方
針
は
、
８
年
間
の
経
験
を
い
か
し
て
現
在
、

安
八
町
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

一
つ
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
件
。
二
つ
目
は
、
安
八

町
南
部
の
市
街
化
対
策
を
、
最
重
要
課
題
に
し

て
皆
さ
ん
と
共
に
町
お
こ
し
を
目
指
し
ま
す
。

山
やまなか

中 美
み え こ

惠子
79歳　当選６
南今ケ渕800番地
社会福祉法人理事長

　

六
期
目
の
集
大
成
！
住
ん
で
良
か
っ
た
町
、

住
み
た
い
町
づ
く
り
に
努
力
し
た
い
。

ス
マ
ー
ト
IC
を
ど
う
利
活
用
す
る
か
が
、
一
番

大
き
な
課
題
で
す
。

　

財
政
を
豊
か
に
し
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
分

野
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 　渡

わたなべ

邊 明
あきひろ

博
72歳　当選７
牧903番地
農業

　

初
心
を
忘
れ
ず
信
頼
さ
れ
る
議
員
を
目
指
し

・
行
財
政
の
健
全
化
。

・
活
力
あ
る
町
づ
く
り
と
、
産
業
振
興
。

・
安
心
、
安
全
に
、
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
。

・
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
。

次
世
代
に
す
ば
ら
し
い
安
八
町
に
つ
な
げ
た
い
。
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大成功だった「第１回安八水まつり2018」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
6
日
か

ら
18
日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

   

本
定
例
会
で
は
、
教
育
委
員
（
2
人
）
の
任
命

同
意
、
町
長
、
副
町
長
の
給
与
に
関
す
る
条
例

制
定
、
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正
等
、
平
成

30
年
度
の
決
算
の
認
定
な
ど
が
提
案
さ
れ
最
終

日
に
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
議
案
は
条
例
関
係
と
し
て
、

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適

正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
制
定
。
消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
う
関
係
条
例
（
施
設
の
使
用
料
等
）
整
備
に
関
す

る
条
例
制
定
。
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
。
特
定
教
育
・

保
育
施
設
等
の
利
用
者
負
担
額
等
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正
。
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
。
町
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正
。
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正
の
７
議
案
。

一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、
ま
た
平
成
30
年

度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
認
定
。

追
加
議
案
と
し
て
、
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
特
例
に
関
す
る
条
例
制
定
、
情
報
公
開

条
例
の
一
部
改
正
で
、
全
部
で
19
議
案
が
提
案
さ
れ
、

条
例
関
係
、
補
正
予
算
、
決
算
認
定
は
常
任
委
員
会
と

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
の
上
、
最
終
日
に
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、

討
論
が
あ
り
（
反
対
討
論
、
賛
成
討
論
１
人
ず
つ
）、

採
決
に
よ
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

町
長
と
副
町
長
の
給
与
減
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

行
政
財
産
の
不
適
切
な
処
理
お
よ
び
疑
念
の
も
た
れ

る
会
計
処
理
事
案
に
際
し
、
町
長
と
副
町
長
の
給
与
月

額
を
10
月
分
か
ら
２
カ
月
間
、
10
％
減
額
す
る
、
常
勤

の
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
特
例
に
関
す

る
条
例
制
定
を
可
決
。

定 例 会

・
平
成
30
年
度
決
算
を
認
定

【
10
月
１
日
か
ら
、消
費
税
が
10
％
に
引
き
上
げ
】

・
公
共
施
設
料
金
の
使
用
料
を
改
定

9月6日～18日

新しくなった水道施設

平成３０年度を振り返って

2台体制になったアンビーバス
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公
務
員
の
存
在
意
義
と
は
何
か

　
　
　
　
　
　

安
八
町
監
査
委
員　

清き
よ
し　

　
　
　

伸し
ん

二じ

　
　
　
　
　
　

安
八
町
監
査
委
員    

大お
お
ひ
ら平　
文ふ

み

雄お 　

　　
　
　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
決
算
な
ら
び
に　

　
　

財
産
に
関
す
る
調
書
等
を
、
８
月
26
日
・
27
日
の
２
日
間
に　

　
　

わ
た
り
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
適
正
か　

　
　

つ
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。
審
査
を
終　

　
　

え
、
以
下
の
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

①
公
務
員
の
本
質
は
、
公
平
性
の
概
念
が
あ
る
か
ど
う

　
か
に
尽
き
ま
す
。
公
務
員
の
本
質
を
理
解
し
、
職
務

　
に
精
励
す
る
こ
と
が
、
職
員
の
資
質
を
向
上
さ
せ
、

　
さ
ら
に
は
町
民
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
理
解
し

　
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
こ
れ
か
ら
の
公
務
員
は
、
公
平
性
の
原
則
と
と
も
に
、

　『
前ぜ

ん

例れ
い

踏と
う

襲し
ゅ
うす
る
こ
と
な
か
れ
』
の
言
葉
に
倣な
ら

い
、
改

　
革
向
上
心
を
も
っ
て
職
務
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た

　
い
。

③
平
成
30
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比
率
を
含
め
、
財
政

　
関
係
指
標
に
つ
い
て
も
審
査
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

　
現
状
で
は
健
全
な
範
囲
に
あ
り
ま
し
た
が
、
弾
力
性

　
あ
る
財
政
と
は
言
い
難
い
も
の
で
す
。
よ
り
一
層
の

　
改
善
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

決
算
審
査
報
告
・
意
見

西
にしやま

山 直
なおひろ

広 氏

スマートICから長良堤防への取付道路工事 新しくなった水道施設

平成３０年度を振り返って

臼
うす

井
い

 智
とも

美
み

 氏

教
育
委
員
の
任
命
を
同
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

石
原
英
一
教
育
委
員
、
藤
田
佳
子
教
育
委
員

の
後
任
に
西
山
直
広
氏
（
芝
原
在
住
）
と
臼
井

智
美
氏
（
南
條
在
住
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
報
告　

平
成
30
年
度
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
入　

62
億
５
９
２
４
万
円

支
出　

58
億
９
５
９
９
万
円

実
施
し
た
主
な
事
業　

一
般
会
計

・
結
小
、
牧
小
、
登
龍
中
学
校
屋
上
防
水
工
事

・
県
道
間
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業

・
安
八
水
ま
つ
り
・
安
八
ふ
れ
あ
い
祭
り
・
梅

　

ま
つ
り
な
ど

水
道
会
計　

・
水
道
施
設
の
工
事
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議
会
改
革

平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

※
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
承
認
し

　

ま
し
た
。

※
平
成
19
年
か
ら
設
置
さ
れ
た
本
特
別
委
員
会
は
、

安
八
ス
マ
ー
ト
IC
の
完
成
に
よ
り
、
特
別
委
員
会
と

し
て
の
大
き
な
役
目
を
終
え
た
の
で
、
今
回
が
最
後

と
な
り
ま
し
た
。

主

な

審

査

項

目

事

業

総

括

主

な

協

議

項

目

　
「
議
会
報
告
会
」
の
進
め
方
・
在
り
方
を
継
続
協

議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
広
報
の
在
り
方
、
一
般
質
問
の
対
面

方
式
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
が
、
結
論

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
回
以
降
も
検
討
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。

特
別
委
員
会
審
査
報
告

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

　
チ
ェ
ン
ジ
建
設
促
進

【
整
備
効
果
（
開
通
１
年
後
）】

・
平
均
利
用
台
数
は
１
日
当
た
り
約
４
４
０
０
台
、

　

当
初
計
画
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
平
成

　

31
年
３
月
末
累
計
台
数
、
１
６
５
万
台
。

・
平
成
19
年
ス
マ
ー
ト
IC
構
想
以
来
、
16
社
の
企

　

業
進
出
、
約
７
０
０
人
の
雇
用
創
出
。

・
ス
マ
ー
ト
IC
周
辺
の
企
業
や
安
八
百
梅
園
か
ら

　

最
寄
IC
ま
で
の
所
要
時
間
は
、
大
垣
IC
へ
約
11

　

分
、
岐
阜
羽
島
IC
へ
約
７
分
短
縮
。

・
災
害
・
緊
急
時
に
お
け
る
救
助
隊
や
救
援
物
資

　

を
高
速
道
路
か
ら
直
接
受
け
入
れ
、
搬
入
可
能

　

な
経
路
を
確
保
。
防
災
力
向
上
。

　　

今
後
も
ス
マ
ー
ト
IC
周
辺
の
都
市
計
画
を
進
め
、

企
業
誘
致
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
ス
マ
ー
ト
IC

整
備
に
か
か
る
社
会
便
益
・
安
全
性
・
採
算
性
・

管
理
・
運
営
形
態
な
ど
定
期
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
し
、
必
要
に
応
じ
見
直
し
を
継
続
的
に
進
め
ま

す
。

【
９
月
６
日
午
後
１
時
15
分
か
ら
開
催
】

特
別
委
員
会
審
査
報
告

【
９
月
６
日
午
後
２
時
か
ら
開
催
】

【
目　

的
】

・
高
速
道
路
の
利
便
性
向
上
に
よ
る
既
存

　

企
業
の
発
展
、
企
業
誘
致
の
促
進
。

・
高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
向
上
に
よ

　

る
揖
斐
川
・
長
良
川
橋
へ
の
交
通
分
散

・
災
害
や
緊
急
時
に
お
け
る
緊
急
避
難
経

　

路
の
確
保
。

・
観
光
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
。

利用高まる安八スマートIC入口
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主
な
質
問
と
回
答

消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
制

定印
鑑
条
例
の
改
正

特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
の
利
用
者
負
担
額

等
を
定
め
る
条
例
の
改
正

認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
改
正

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
改
正

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

●
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
９
万
円

●
塵
芥
処
理
管
理
経
費　
　
　

４
０
９
万
円

●
福
祉
医
療
事
務
経
費　
　
　

２
０
４
万
円

●
介
護
保
険
負
担
経
費　
　
　

２
３
２
万
円

●
児
童
福
祉
総
務
事
務
経
費　
　
　

44
万
円

●
こ
ど
も
園
事
務
経
費　
　
　
　
　

80
万
円

●
幼
児
教
育
無
償
化
事
業　

１
３
１
０
万
円

●
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
経
費　

１
７
７
万
円

令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
償
還
金　
　
　
　
　
　
　
　

９
８
５
万
円

令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
３
８
万
円

常
任
委
員
会
審
査
報
告

【
９
月
10
日
午
前
10
時
か
ら
開
催
】

民
生
文
教

主

な

審

査

項

目

危険箇所と指摘された「ふたばこども園」散歩コース

【
印
鑑
登
録
証
明
書
に
旧
姓
併
記
】

Ｑ　

希
望
し
な
く
て
も
旧
姓
は
併
記

さ
れ
る
の
で
す
か
。

住
民
環
境
課
長　

希
望
が
あ
れ
ば
、

旧
姓
を
併
記
し
ま
す
。
記
載
で
き
る

の
は
、
住
民
票
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
み
で

す
。

【
太
陽
光
発
電
の
助
成
】

Ｑ　

売
電
価
格
が
年
々
下
が
っ
て
い

ま
す
。
太
陽
光
発
電
の
助
成
は
続
け

る
の
で
す
か
。

住
民
環
境
課
長　

9
月
時
点
で
７
件

申
請
が
あ
り
、
年
々
減
っ
て
き
て
い

ま
す
。
昨
年
は
18
件
助
成
し
ま
し
た
。

現
在
は
新
築
住
宅
が
多
い
で
す
。

　

平
成
14
年
か
ら
助
成
を
始
め
、
累

計
件
数
は
４
９
６
件
で
す
。
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
こ
と
は
重
要

で
す
か
ら
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
者
】

Ｑ　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
現
在
入

れ
ま
す
か
。
５
人
待
ち
と
聞
き
ま
し

た
が
。

学
校
教
育
課
長　

現
在
、
定
員
い
っ

ぱ
い
で
す
。
教
室
の
ス
ペ
ー
ス
や
支

援
員
の
確
保
が
問
題
で
す
。

Ｑ　

当
町
全
体
で
は
ど
う
で
す
か
。

学
校
教
育
課
長　

結
・
名
森
・
牧
教

室
も
定
員
い
っ
ぱ
い
で
す
。

Ｑ　

働
き
た
く
て
も
子
ど
も
を
預
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
働
け
な

い
人
が
い
ま
す
。
今
後
の
方
針
を
考

え
て
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課
長　

名
森
教
室
の
利
用

者
が
多
い
の
で
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
安
八

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は

小
学
校
の
教
室
に
つ
く
れ
ば
良
い
が
、

財
政
的
な
問
題
が
あ
り
苦
慮
し
て
い

ま
す
。

要
望　

当
町
は
、『
教
育
に
熱
心
』

な
町
で
す
。
待
機
児
童
が
出
な
い
よ

う
に
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

ANPACHI
安八町  議会定例会

【
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
法
定
点
検
】

Ｑ　

法
定
点
検
し
て
い
る
の
に
な
ぜ

改
修
工
事
が
必
要
で
す
か
。
点
検
時

に
悪
い
所
が
発
見
で
き
な
か
っ
た
の

で
す
か
。

学
校
教
育
課
長　

点
検
以
降
に
不
具

合
が
発
生
し
ま
し
た
。

要
望　

意
味
の
あ
る
法
定
点
検
を
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計　
　

決
算
の
認
定

平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

決
算
の
認
定

平
成
30
年
度
児
童
発
達
支
援
事
業
特
別
会
計

決
算
の
認
定

※
審
査
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
ま
し

た
。
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主
な
質
問
と
回
答

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措

置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
制
定

消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
制

定町
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例

改
正

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

●
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
管
理
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
９
７
万
円

●
総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
４
万
円

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
０
万
円

●
県
単
土
地
改
良
事
業　
　

３
３
０
０
万
円

●
町
単
土
地
改
良
事
業　
　
　

８
０
０
万
円

●
都
市
計
画
事
務
経
費　
　
　

２
３
０
万
円

●
都
市
計
画
整
備
道
路
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
５
０
０
万
円

平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

平
成
30
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

平
成
30
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計　

決
算
の
認
定

常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
特
例
に
関
す
る
条
例
制
定

情
報
公
開
条
例
改
正

※
審
査
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
ま
し

た
。 常

任
委
員
会
審
査
報
告

総
務
産
建

主

な

審

査

項

目

【
定
住
促
進
住
宅
取
得
助
成
金
】

Ｑ　

申
請
状
況
は
。

企
画
調
整
課
長
補
佐　

申
請
状
況
は

20
件
。
１
６
０
万
円
で
、
予
算
内
に

収
ま
っ
て
い
ま
す
。

要
望　

こ
の
助
成
金
は
、
町
内
に
新

築
住
宅
を
取
得
さ
れ
た
人
に
対
し
て

の
補
助
金
で
す
。
そ
の
目
的
を
理
解

し
、
申
請
状
況
を
把
握
し
て
、
助
成

金
を
減
額
し
な
い
よ
う
に
、
予
算
が

足
り
な
い
場
合
に
は
、
早
め
の
補
正

対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

【
消
防
の
費
用
弁
償
】

Ｑ　

消
防
団
の
旅
費
の
内
訳
は
。

総
務
課
長
補
佐　

消
防
団
１
０
８
人

に
対
す
る
費
用
弁
償
で
す
。
消
防
団

員
の
各
種
訓
練
、
大
会
参
加
費
で
、

５
０
０
円
～
３
０
０
０
円
の
範
囲
で

支
払
い
ま
す
。
１
人
当
た
り
年
間
約

６
万
円
で
す
。
3
カ
月
ご
と
の
支
払

い
で
、
火
災
で
出
動
し
た
費
用
も
含

ま
れ
ま
す
。

【
下
水
道
の
加
入
状
況
】

Ｑ　

結
地
区
の
下
水
道
の
加
入

状
況
は
。

建
設
課
主
幹　

72
・
２
％
で
す
。

結
地
区
は
工
事
完
了
が
遅
か
っ

た
の
で
、
加
入
は
若
干
遅
れ
て

い
ま
す
。

【
上
下
水
道
料
金
の
滞
納
の
対
策
】

Ｑ　

上
下
水
道
料
金
の
滞
納
に
対
す

る
対
策
は
。

建
設
課
長　

上
水
道
料
金
に
滞
納
が

あ
る
場
合
に
は
、
半
期
に
一
度
未
納

の
お
知
ら
せ
を
発
送
し
、
再
請
求
し

て
い
ま
す
。
納
付
さ
れ
な
い
場
合
に

は
、
水
道
の
給
水
停
止
を
予
告
し
ま

す
。
そ
れ
で
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合

に
は
、
給
水
を
停
止
し
ま
す
。
下
水

道
は
、
強
制
執
行
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

領家地内道路改良工事の完成場所

【
町
道
の
道
路
規
定
】

Ｑ　

町
道
の
道
路
規
定
は
。

建
設
課
長　

市
街
化
区
域
は
、
幅
員

を
確
保
す
る
た
め
、
擁よ

う

壁へ
き

で
立
ち
上

げ
、
市
街
化
調
整
区
域
は
法の

り

面め
ん

仕
上

げ
で
す
。
た
だ
し
、
地
域
の
実
情
や

要
望
す
る
幅
員
の
確
保
が
必
要
な
場

合
、
擁
壁
で
立
ち
上
げ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

【
９
月
11
日
午
前
10
時
か
ら
開
催
】
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直
接
税
（
住
民
税
・
固
定
資

産
税
）
の
滞
納
状
況
と
解
消

施
策
は

人
材
育
成
を
図
り
な
が
ら

で
き
る
限
り
の
手
段
を
講

じ
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

[

税
務
課
長]

ここが聞きたい A N P A C H I

一 般 質 問

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

質
問

直
接
税
は
、
行
政

が
決
定
し
た
毎
年

度
の
税
額
は
納
付
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
毎
年
、
経
常

的
に
滞
納
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
30
年
度
決
算
に
お

い
て
、
当
町
の
町
民
税
お

よ
び
固
定
資
産
税
の
合
計

で
、
約
５
０
０
万
円
不
納

欠
損
額
と
し
て
計
上
さ
れ大

おおひら

平 文
ふみ

雄
お

の
攻
め
の
滞
納
整
理
事
務

を
方
針
と
し
て
進
め
て
い

ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
30
年

度
に
行
っ
た
預
金
の
差
押

え
は
、
換
価
収
入
が
減
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

差
押
え
を
行
っ
た
後
に
分

納
誓
約
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

分
納
誓
約
書
の
締
結
は
、

預
金
の
差
押
え
と
同
様
に

時
効
の
延
長
と
な
り
、
徴

収
機
会
を
確
保
す
る
も
の

で
す
。

　

現
在
、
当
町
の
税
務
課

職
員
を
県
税
事
務
所
に
派

遣
し
、
県
税
職
員
と
し
て

町
県
民
税
の
滞
納
処
分
を

行
い
な
が
ら
技
術
の
習
得

に
努
め
て
お
り
、
す
で
に

成
果
を
上
げ
始
め
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
県
へ
職
員
派

遣
を
定
期
的
に
実
施
し
、

債
権
管
理
・
回
収
に
携
わ

る
人
材
育
成
と
確
保
を
図

り
な
が
ら
で
き
う
る
限
り

の
手
段
を
講
じ
て
滞
納
処

分
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

大
多
数
の
納
税
義
務
者

は
納
期
内
に
納
税
義
務
を

履
行
し
て
お
ら
れ
、
真
面

目
に
納
付
さ
れ
て
い
る
納

税
者
の
税
務
行
政
に
対
す

る
信
頼
を
裏
切
る
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

地
方
税
法
第
18
条
に
よ

る
と
、
地
方
税
は
納
期
限

か
ら
５
年
を
経
過
す
る
と

時
効
に
よ
り
納
税
義
務
は

消
滅
し
ま
す
。
た
だ
し
、

同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ

り
民
法
の
消
滅
時
効
に
関

す
る
規
定
が
準
用
さ
れ
て

お
り
、
民
法
第
１
４
７
条

の
規
定
に
よ
り
以
下
の
事

由
で
時
効
は
中
断
し
ま
す
。

　

①
請
求　

②
差
押
え
、

仮
差
押
え
ま
た
は
仮
処
分

③
承
認

す
な
わ
ち
、
時
効
の
中
断

と
は
、
前
記
の
事
由
が
あ

っ
た
と
き
に
「
リ
セ
ッ

ト
」
さ
れ
ま
す
。
そ
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
さ
ら
に

５
年
後
が
新
た
な
時
効
と

な
り
ま
す
。

　

当
町
で
も
地
方
税
の
滞

納
解
消
に
向
け
て
日
々
の

努
力
は
十
分
評
価
に
値
し

ま
す
。
し
か
し
、
滞
納
解

消
に
向
け
成
果
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
当
然
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

　

現
在
、
当
町
の
住
民

税
・
固
定
資
産
税
の
累
計

的
な
滞
納
は
ど
の
よ
う
な

状
況
で
す
か
。

回
答

住
民
税
は
、
平
成

30
年
度
の
現
年
度

課
税
分
は
、
１
０
５
０
万

円
が
未
収
と
な
り
、
滞
納

繰
越
分
の
調
定
額
（
累
計

額
）
は
、
平
成
31
年
度
が

最
も
多
く
、
４
０
２
０
万

円
で
す
。

　

固
定
資
産
税
の
滞
納
状

況
は
、
平
成
30
年
度
の
現

年
度
課
税
分
は
１
２
８
０

万
円
が
未
収
と
な
り
、
平

成
31
年
度
に
滞
納
繰
越
額

と
し
て
繰
り
越
さ
れ
ま
し

た
。

質
問

滞
納
解
消
に
向
け

て
日
々
ど
の
よ
う

な
行
動
を
と
り
、
そ
の
結

果
、
解
消
に
向
け
た
具
体

的
な
成
果
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

回
答

差
押
え
を
終
了
し

た
後
に
納
税
折
衝

に
移
行
す
る
差
押
え
中
心

笑顔で対応する税務課職員
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要
支
援
者
に
対
す

る
対
策
は
。

回
答

役
場
福
祉
課
と
社

会
福
祉
協
議
会
で

は
、
要
支
援
者
１
人
ひ
と

り
に
「
福
祉
ふ
れ
あ
い

カ
ー
ド
」
の
作
成
を
し
、

個
別
避
難
計
画
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
警
察
署
と
民

生
委
員
に
登
録
者
の
情
報

を
提
供
し
、
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
避
難
・

救
助
を
行
う
体
制
に
な
っ

て
い
ま
す
。

質
問

A N P A C H I

一 般 質 問

西
にしまつ

松 幸
さち

子
こ

質
問

総
合
防
災
訓
練
以

外
に
何
か
取
り
組

み
は
。

  　

  

①
役
場
職
員
の
防

災
士
会
の
活
動
が

あ
り
、
月
に
２
回
程
度
の

勉
強
会
や
講
習
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
地
区
の
防

災
訓
練
や
学
校
で
の
防
災

訓
練
な
ど
に
参
加
し
、
自

主
防
災
力
、
地
域
防
災
力

の
向
上
を
目
指
し
、
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
②
こ
ど

も
園
や
小
中
学
校
で
、
学

期
ご
と
に
「
命
を
守
る
訓

練
」
、
「
水
害
・
地
震
・

火
災
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
」
や
「
保
護
者
へ
の
引

き
渡
し
訓
練
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

質
問

中
学
生
の
防
災
士

育
成
事
業
に
つ
い

て
は
。

回
答

自
分
も
被
災
者
だ

け
れ
ど
、
被
災
者

が
被
災
者
の
ま
ま
で
終
わ

る
の
で
は
な
く
、
被
災
者

が
復
興
者
に
な
る
た
め
の

一
歩
を
歩
み
だ
す
た
め
の

意
識
を
中
学
生
の
中
に
根

付
か
せ
る
た
め
に
も
、
町

の
防
災
士
ら
に
よ
る
防
災

に
関
す
る
出
前
講
座
な
ど

を
通
じ
て
、
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

今
後
の
防
災
訓
練

の
在
り
方
は
。

回
答

役
場
職
員
の
防
災

士
会
と
学
校
と
が

連
携
を
進
め
、
災
害
に
強

い
小
中
学
生
を
育
成
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
の
総
合
防
災
訓
練
に
お

い
て
も
、
大
人
だ
け
が
参

加
す
る
訓
練
で
は
な
く
、

小
中
学
生
な
ど
若
い
世
代

の
人
も
一
緒
に
参
加
で
き

る
訓
練
内
容
を
企
画
・
立

案
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
防
災
活
動
を
有
効

に
活
用
し
な
が
ら
、
地
域

防
災
力
の
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

回
答

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

中
学
生
を
防
災
士
に　

町
の
防
災
士
に
よ
る
出
前

講
座
で
防
災
意
識
を
高
め

た
い

［
総
務
課
長
］

９月に行われた総合防災訓練（結小学校）で煙体験と三角巾による応急処置などを学びました
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平
成
30
年
度
の
決

算
書
に
よ
る
と
、

未
収
入
額
が
約
９
４
０
０

万
円
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

税
金
の
未
回
収
分
で
は
な

い
の
で
す
か
。
こ
の
う
ち

平
成
30
年
度
に
回
収
さ
れ

た
金
額
は
１
９
０
０
万
円

程
あ
り
ま
す
。
一
方
、
不

納
欠
損
額
が
約
５
２
０
万

円
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
時

効
が
成
立
し
、
法
的
に
回

収
で
き
な
い
税
金
で
す
。

質
問

ここが聞きたい

町
は
財
政
難
・
財
政
改
革

と
言
い
な
が
ら
、
本
来
収

入
と
な
る
税
金
が
回
収
さ

れ
て
い
な
い
の
は
大
き
な

問
題
で
す
。

　

ど
の
よ
う
に
回
収
し
て

い
る
の
で
す
か
。
ま
た
、

未
収
入
額
の
内
訳
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　

未
収
入
額
約
９
４

　
　
　

０
０
万
円
の
内
訳

は
町
民
税
が
４
０
２
０
万

円
、
固
定
資
産
税
が
５
０

８
０
万
円
、
軽
自
動
車
税

が
３
１
０
万
円
程
で
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
５
年
間
で

は
平
成
27
年
度
が
一
番
多

く
９
６
９
０
万
円
、
少
な

か
っ
た
の
は
平
成
26
年
度

の
８
７
１
０
万
円
で
し
た
。

滞
納
額
を
減
ら
す
取
り
組

み
は
、
納
税
期
限
内
に
納

付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、

督
促
状
を
出
し
ま
す
。
そ

れ
で
も
納
付
さ
れ
な
か
っ

た
人
に
催
告
書
を
年
間
３

回
出
し
ま
す
。
そ
れ
で
も

納
付
の
な
い
人
に
差
押
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
の
手
続
き
を
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
貯
金
の
差

押
さ
え
は
49
件
、
２
１
３

万
円
を
回
収
し
ま
し
た
。

同
時
に
給
与
の
差
押
さ
え

も
行
っ
て
い
ま
す
。
他
に

売
掛
金
や
不
動
産
・
動
産

の
差
押
さ
え
も
手
掛
け
る

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。　

　
　
　

不
能
欠
損
金
が
約

　
　
　

５
２
０
万
円
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
対
応
は
。

回
答

納
税
に
は
5
年
の

時
効
が
あ
り
ま
す
。

時
効
に
し
な
い
よ
う
に
差

押
さ
え
や
未
納
者
と
分
納

誓
約
の
締
結
を
し
、
時
効

の
延
長
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
前
年
度
よ
り

２
６
０
万
円
程
収
入
増
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
30
年

4
月
の
時
点
で
、
49
人
の

分
納
誓
約
者
に
対
し
、
1

年
後
に
は
１
０
８
人
と
な

り
、
滞
納
整
理
事
務
を
強

力
に
進
め
て
い
ま
す
。

回
答

ここが聞きたい
質
問

Q U E S T I O N

公
平
な
税
行
政
を
求
む　

回
答

A N S W E R

強
力
に
差
押
さ
え
等
を

続
け
ま
す

［
税
務
課
長
］

質
問

町
の
税
務
課
職
員

を
県
税
事
務
所
へ

派
遣
し
、
回
収
に
か
か
わ

る
技
術
研
修
を
行
っ
て
い

る
と
か
。　
　
　
　

回
答

今
年
７
月
か
ら
町

職
員
を
県
税
事
務

所
へ
派
遣
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
町
県
民
税
の
滞
納

処
分
を
行
い
な
が
ら
、
そ

の
技
術
の
習
得
に
努
め
て

い
ま
す
。
今
後
も
定
期
的

に
派
遣
し
、
人
材
の
育
成

と
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

納
付
の
公
平
性
は
も
と

よ
り
、
自
主
財
源
の
確
保

を
図
り
な
が
ら
、
真
面
目

に
納
付
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ま
に
対
す
る
信
頼
を
裏
切

ら
な
い
よ
う
、
で
き
う
る

限
り
の
手
段
を
講
じ
進
め

ま
す
。

質
問

岩
いわ

田
た

 讓
じょう

治
じ

平成30年度決算書と説明書
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質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

行
財
政
改
革
は
職
員
の
意

識
改
革
か
ら

笑
顔
あ
ふ
れ
る
職
場
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す

［
町　

長
］

A N P A C H I

一 般 質 問

 　
　

役
所
の
業
務
は
、

上
司
か
ら
の
指
示

で
下
部
組
織
が
動
く
と
い

う
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
行

わ
れ
ま
す
。
下
部
組
織
に

そ
の
指
示
内
容
が
迅
速
か

つ
明
確
に
伝
わ
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

時
と
し
て
、
下
か
ら
の
意

見
を
吸
い
上
げ
て
上
層
部

が
全
体
を
ま
と
め
て
い
く

と
い
う
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

で
行
わ
れ
ま
す
。
上
部
と

下
部
組
織
が
相
互
に
信
頼

感
を
保
ち
な
が
ら
、
情
報

質
問

を
共
有
し
、
風
通
し
の
良

い
職
場
環
境
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
の
場
合
は
上
司
の
強

力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

も
っ
て
指
示
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
の
場
合
は
、
上
司

が
部
下
の
意
見
を
聞
く
た

め
に
大
き
な
耳
と
広
い
心

を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
こ
そ
業
務

の
迅
速
化
、
適
正
化
が
図

ら
れ
る
の
で
す
。
こ
う
す

る
こ
と
に
は
お
金
が
か
か

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
こ
そ
が

行
財
政
改
革
の
第
一
歩
で

し
ょ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、

行
財
政
改
革
の
第
一
歩
は

職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識

改
革
な
の
で
す
。　
　
　

行
財
政
改
革
は
永

遠
の
課
題
で
あ
り
、

常
に
効
率
化
、
効
果
性
を

求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
の
能
力
向
上
に
努
め
、

常
に
自
己
成
長
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
最
優
先
に
整

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
自
由

闊か
っ

達た
つ

に
意
見
が
出
し
合

え
る
風
通
し
の
よ
い
笑
顔

あ
ふ
れ
る
職
場
づ
く
り
が

重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
職
員

が
何
の
悩
み
ご
と
も
な
く
、

お
互
い
に
信
頼
し
合
え
、

職
務
に
専
念
で
き
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。　
　

質
問
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
を
防
止
す
る
た

め
の
相
談
体
制
は

回
答

相
談
窓
口
を
設
置

す
る
な
ど
相
談
体

制
を
整
備
し
ま
す
。

質
問

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や

ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど

職
場
環
境
が
悪
化
す
る
よ

う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
に
、
相
談

の
機
会
を
つ
く
る
と
か
、

相
談
で
き
る
組
織
を
設
置

す
る
と
い
う
対
応
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
残
念
な

こ
と
に
当
町
に
は
職
員
組

合
が
あ
り
ま
せ
ん
。

回
答

　

気
軽
に
相
談
で
き
る
体

制
に
な
っ
て
い
る
と
も
思

え
ま
せ
ん
。
明
る
い
職
場

に
や
る
気
が
芽
生
え
る
。

こ
の
や
る
気
こ
そ
が
行
政

改
革
の
第
一
歩
だ
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
相
談
体
制

の
整
備
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

回
答

当
町
で
は
、
管
理

職
は
順
次
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
関
す
る
外
部
研

修
を
受
講
し
て
い
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
、
全
職
員
へ

の
研
修
や
、
明
確
な
相
談

体
制
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

国
か
ら
も
体
制
を
整
え
る

よ
う
通
知
が
あ
り
ま
し
た

の
で
早
期
に
体
制
を
整
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

研
修
会
を
計
画
し
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
へ
の
認
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
お
こ
さ
せ
な
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。
合
わ
せ
て
、
相
談

窓
口
を
総
務
課
に
設
置
し
、

国
の
機
関
な
ど
も
活
用
し
、

相
談
窓
口
も
複
数
に
し
、

い
つ
で
も
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
も
安
心
し
て
相
談

で
き
る
体
制
を
構
築
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私

も
率
先
し
て
「
笑
顔
あ
ふ

れ
る
職
場
づ
く
り
」
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

小
お

川
がわ

 文
ふみ

雄
お

笑顔で保健指導する保健師
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～ 議会報告会 質疑応答 ～ その１

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

碓
うす

井
い

 昭
あき

夫
お

に
つ
い
て
明
快
な
解
答
を

お
願
い
し
ま
す
。　

回
答
昨
年
度
の
一
般
質

問
の
回
答
を
踏
ま

え
、
今
年
度
は
近
隣
の
大

垣
花
火
大
会
に
あ
わ
せ
て
、

「
に
ぎ
わ
い
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
天
候
で
、
花

火
大
会
が
順
延
と
な
り
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
販

売
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
が
、
地
元
子
ど

も
会
に
よ
る
野
菜
等
の
販

売
は
実
施
さ
れ
、
た
い
へ

ん
好
評
で
し
た
。
ま
た
、

１
月
に
は
文
化
財
消
防
演

習
に
も
利
用
し
ま
し
た
。

住
民
の
皆
さ
ま
へ
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
の
周
知
方
法
も

含
め
、
改
善
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

に
ぎ
わ
い
の
源
と
な
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

旧
結
支
所
の
駐
車
場
を
利
用
を
願
い
、
郵
便
局
と

連
携
を
図
り
駐
車
場
を
要
望
し
ま
す

結
郵
便
局
の
周
辺
に
駐
車
場
の
設
置
を［

住
民
環
境
課
長
］

ここが聞きたい

質
問

Q U E S T I O N

回
答

A N S W E R

にぎわい広場の利用状況は

さらに広場を活用し、にぎわいの源
となるよう取り組んでいきます

［企画調整課長］  　
　

昨
年
も
当
広
場
に

つ
い
て
一
般
質
問

を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の

回
答
と
し
て
、
「
今
後
は

健
康
づ
く
り
と
観
光
を
あ

わ
せ
た
一
夜
城
ま
で
の

ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、
歴

史
の
道
・
鎌
倉
街
道
の
整

備
な
ど
地
域
の
皆
さ
ま
の

理
解
、
協
力
を
得
な
が
ら

『
に
ぎ
わ
い
』
の
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
」
と
回
答
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
、
注
意
深
く

見
て
き
ま
し
た
が
、
何
ら

イ
ベ
ン
ト
も
な
く
、
住
民

が
利
用
し
て
い
る
わ
け
で

も
な
く
、
空
き
地
が
一
つ

増
え
た
だ
け
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
利
用

質
問

質
問

今
年
４
月
、
結
支

所
お
よ
び
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
閉
鎖
に
伴
い
、

業
務
の
一
部
を
結
郵
便
局

に
委
託
し
、
現
在
多
く
の

人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

業
務
内
容
は
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
も
な
く
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
周
辺
に
は
車
を

駐
車
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
少

な
く
利
用
者
は
路
上
駐
車

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

ス
マ
ー
ト
IC
開
通
後
、
結

郵
便
局
周
辺
の
車
の
交
通

量
も
増
え
、
危
険
極
ま
り

な
い
状
況
で
す
。
早
急
に

対
策
を
考
慮
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

回
答

４
月
か
ら
結
郵
便

局
に
一
部
業
務
を

委
託
し
、
こ
の
５
カ
月
間

で
１
７
２
件
の
利
用
が
あ

り
ま
し
た
。
近
隣
に
駐
車

場
は
少
な
く
、
結
郵
便
局
、

日
本
郵
便
㈱
に
対
し
て
働

き
か
け
は
し
て
い
ま
す
が
、

い
ま
だ
解
決
し
て
い
ま
せ

ん
。
現
状
は
旧
結
支
所
の

駐
車
場
を
利
用
願
い
た
く

思
い
ま
す
。
と
同
時
に
、

今
後
も
郵
便
局
と
は
話
し

合
い
を
続
け
ま
す
。

地元子ども会による野菜販売

出品された野菜の数々
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総務産建・民生文教

令和元年 8月 8日 (木 )～ 9日 (金 )

福井県あわら市
人口　28,729 人
面積　116.99 k㎡

岐阜県郡上市
人口　41,467 人
面積　1030.75 k㎡

多くの収穫のあった視察、研修でした

『子どものための２学期制に』を原則に議論しました

岐阜県

福井県
●郡上市

●あわら市

　

平
成
27
年
５
月
に
『
空

き
家
対
策
特
別
措
置
法
』

が
施
行
さ
れ
、
各
自
治
体

で
は
空
き
家
等
対
策
計
画

の
策
定
や
調
査
が
順
次
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
郡
上

市
で
は
い
ち
早
く
（
財
）

郡
上
八
幡
産
業
振
興
公
社

と
共
同
で
空
き
家
対
策
に

乗
り
出
し
て
い
て
、
着
実

に
成
果
を
出
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
の
ツ
ー
ル

の
一
つ
と
し
て
「
空
き
家

を
作
ら
な
い
方
策
」
を
検

討
し
た
結
果
で
す
。
郡
上

市
の
空
き
家
の
現
状
は
平

成
28
年
度
空
き
家
等
実
態

調
査
の
結
果
は
７
６
２
件
。

空
き
家
の
判
断
基
準
は
お

お
む
ね
１
年
間
継
続
し
て

使
用
実
績
の
な
い
住
宅
で

す
。
空
き
家
対
策
と
し
て
、

空
き
家
の
情
報
提
供
、
郡

上
市
空
き
家
バ
ン
ク
と
し

て
HP
に
掲
載
。
ま
た
、
空

き
家
を
借
り
上
げ
、
改
修
、

空
き
家
所
有
者
と
入
居
希

望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の

実
施
、
空
き
家
拝
見
ツ

ア
ー
な
ど
。
空
き
家
利
活

用
を
補
助
金
で
支
援
。

　

当
町
が
、
移
住
定
住
の

観
点
か
ら
空
き
家
対
策
を

考
え
る
時
に
は
、
町
の
魅

力
を
十
分
見
定
め
た
う
え

で
各
事
業
を
検
討
し
て
い

く
べ
き
で
す
。

「
空
き
家
拝
見
ツ
ア
ー
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
」

（
岐
阜
県
郡
上
市
）

　

あ
わ
ら
市

は
、
い
ち
早

く
２
学
期
制

を
取
り
入
れ

て
い
る
先
駆

者
で
、
大
き

な
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

今
で
は
県
下

ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
成
績
を

上
げ
ら
れ
、
他
市
町
村
か

ら
も
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。

　

授
業
時
間
が
増
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
細
や
か
な

指
導
や
繰
り
返
し
学
習
が

で
き
る
。
ま
た
、
１
学
期

が
長
く
な
り
、
ま
と
ま
り

が
あ
る
学
習
が
で
き
ま
す
。

2
学
期
制
の
定
着
方
法
に

は
、
通
知
表
作
成
や
校
内

テ
ス
ト
の
減
少
に
よ
り
、

教
師
と
子
ど
も
の
触
れ
合

う
時
間
、
授
業
づ
く
り
の

時
間
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
導
入
か
ら

５
年
後
に
は
成
果
と
課
題

を
検
証
し
、
管
理
規
制
を

改
正
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
２
学
期
制
を

導
入
し
た
当
町
と
し
て
も
、

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
は
、

教
職
員
、
保
護
者
の
大
き

な
望
み
で
あ
り
、
シ
ス
テ

ム
変
更
等
で
、
学
力
の
向

上
が
図
れ
る
な
ら
ば
検
討

す
る
余
地
は
あ
り
ま
す
。

2
学
期
制
は
、
学
力
の
向

上
が
あ
り
、
教
師
の
労
力

の
軽
減
、
保
護
者
・
生
徒

と
の
触
れ
合
う
時
間
の
増

大
と
良
い
こ
と
づ
く
め
で

す
。
あ
わ
ら
市
を
参
考
に

安
八
版
を
模
索
し
、
子
ど

も
達
の
資
質
向
上
を
図
る

教
育
を
実
施
さ
れ
た
い
。

【常任委員会  視察研修報告】

小中学校２学期制導入
(福井県あわら市）
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Ｑ．結郵便局で住民票等が発行できるようになりまし
　たが、町民の個人情報を郵便局が取得することにな
　り、情報漏えいが心配です。他の郵便局ともネット
　ワークがつながっているのですか。
　　結郵便局の職員も他の郵便局に異動になった場合、
　情報漏えいは大丈夫ですか。
Ａ．結郵便局と役場が専用回線でつながっています。
　　他の郵便局とは、つながっていません。
　　郵便局の職員は守秘義務があり、町と郵便局は契
　約書を交わしています。

Ｑ．多面的機能支払交付金に関する会議に出席しました。この交付金は５年間と聞きました。
　５年たったら交付金はどうなるのですか。交付金を利用して、町民が共同で水路清掃をして
　います。交付金がなくなると困るので続けて欲しい。
Ａ．多面的機能交付金は、国の補助金であり,５年間で制度の見直しと評価が実施されます。
　平成27年より、法律に根拠を有する制度となりましたので、安定した制度として運営でき
　ると考えています。万が一、制度が廃止された場合は、関係者で知恵を絞り対応します。

～ 議会報告会 質疑応答 ～ その２

Ｑ．北部公園の屋外のトイレを和式から洋式にするよう要望します。
Ａ．町執行部に要望します。
　小中学校のトイレを和式から洋式に変えました。使用頻度の多いところから洋式トイレに　
　改修するように町執行部に要望します。
　　なお、北部公園の女性トイレは、洋式に改修しました。

Ｑ．県道間アクセス道路の場所はどこですか。完成はいつごろの予定ですか。
Ａ．安八スマートICから長良川堤防に接続するところです。完成時期は追加工事もありますの
　で、具体的に決まっていませんが、早期完成を働きかけます。

議会報告会で説明する議長
（５月17日：ふれあいセンター）

【 北 部 公 園 の ト イ レ 改 修 】

【 県 道 間 ア ク セ ス 道 路 】

【 結 郵 便 局 で 住 民 票 等 発 行 】

【 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 】
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議会に関するご意見ご要望が
ございましたら、議会事務局
までご一報ください。

紙面の都合上、全議論等を掲
載できませんので、抜粋して
います。

TEL

0584-64-5011

 議会事務局直通　　　　　　
　0584-64-4931　

住
民
参
加
企
画

西南濃町議会議員研修会
9月19日(木)、西南濃管内の町議会
議員が研修会を行いました。龍谷大
学教授　土山希美枝氏による「質問
力を高める　議会力にいかす」につ
いて講演を聞きました。

講演する土山希美枝氏
（大垣フォーラムホテルにて）

◆◆◆  編  集  後  記  ◆◆◆
　台風 19 号などで甚大な被災
を受けられた皆さまに心からお
見舞い申し上げます。一刻も早
い復旧をお祈りします。さて、
11 月 1 日から新メンバーになっ
た 編 集 委 員 会、 メ ン バ ー は 変
わっても当議会だよりの理念
「見ていただける議会だより」
は変わりません。今後もよろし
くご指導ください。（岩田   讓治）    
編  集  委  員  
　委員長　　岩田  讓治　
　副委員長　大平  文雄
　委員　　　渡邊  明博　坂  悟
　　　　　　渡邊  裕光　

輪之内町議会議員と交流会

真剣に議論をする両町議員
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　らいおん組　の作品です

7月24日(水)、当町にて安八スマート
ICのフォローアップと輪之内町の再　
ほ場整備事業の研修を行いました。

議会の傍聴にお越しください。
次回の議会定例会は今月です。日程は、
安八町広報紙、広報無線でお知らせします。
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　　　　　　全国大会出場

［南今ケ渕地区］
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［南今ケ渕地区］

［海津明誠高校2年］ ［海津明誠高校1年］

2019.12.1あんぱち議会だより　第79号 18


